
歯の沈下に伴い維持腕鉤尖が咬合面方向に引き上

げられ ることにより下顎左側第二小臼歯に対 して

遠心方向に傾斜す る外力が働いたことによるもの

と考えられる。実験用義歯2で は,全 ての荷重点

で近心頬,舌 側方向に変位 し,全 ての実験用義歯

の中で最も変位方向が広範囲にわたっていた。RPI

クラスプでは近心レス トにより支台歯の近心側が荷

重されたこと,さ らに義歯床が近心方向に滑走 した

ことによるものと考えられた。実験用義歯3で は,

全ての荷重点で近心頬,舌 側方向に変位 した。こ

れは,レ ス トが第二小臼歯の近心小窩にあり,義 歯

床の沈下による支台歯に対する近心方向への力に

よるものと考えられた。またエーカースクラスプと

は異なり,義 歯床の沈下による維持腕鉤尖の支台

歯を遠心傾斜 させ る外力が生 じないことも関与 し

ていると思われた。

変化量については,い ずれの荷重点でも,ほ と

んどの実験用義歯間で有意差が認め られた。また

荷重位置に関わらず,実 験用義歯3に おける変位

量が最 も小 さかった。双子鉤は把持作用に優れて

おり,こ れが支台歯の変位量における差 となったも

のと考えられた。

以上の結果から,片 側性の設計を必要 とする下

顎片側遊離端義歯の直接支台装置に用いるクラス

プとしては,双 子鉤が最も優れていることが示唆さ

れた。

本論文の審査は平成24年12月27日 に行われた。

まず,申 請者が研究の概要を説明後,質 疑応答が

行われた。各審査委員からの主な質疑は,1)測

定時の支台歯挙動の拡大率,2)実 験用義歯の設

計の詳細,3)歯 槽頂荷重時の実験用義歯2に お

けるsD値 の大 きさについてであり,い ずれの質問

に対 しても申請者は的確に回答 した。また,論 文

の文章ならびに図表の訂正加筆が指摘 され,後 日

提出された論文はすべて訂正がなされた。 さらに,

語学試験 として英文和訳を実施 した結果,十 分な

読解力を有していると判定した。

本研究は歯科医学の発展に寄与するものと考 え

られ,申 請者は学位授与に値すると判定した。
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論文の内容および審査の要旨

部分床義歯では,失 われた歯や歯周組織の形態

と機能を回復するとともに,残 存組織を保全するこ

とが求められ,そ のために特に遊離端義歯におい

ては,機 能時における義歯の動揺 を最小にする必

要がある。 しかし,異 物感や発音障害により大連

結子の設置が困難な症例も存在 し,片 側性の設計

による義歯を装着することになるが,そ の際の設計

指針は明確に示 されてはいない。本研究では,片

側性遊離端欠損に対する部分床義歯の直接支台装

置として,臨 床で用いられる3種 類のクラスプを選

択し,そ れぞれに想定 される片側性の設計におけ

る支台歯の挙動をシミュレータにより計測して,こ

れに基づ く設計指針を提示することを目的とした。

下顎左側第一,第 二大臼歯欠損 を想定 した実験

用模型 を製作 し,疑 似歯根膜,疑 似粘膜を付与 した。

下顎左側第一,第 二小臼歯に12%金 銀パラジウム

合金製の全部鋳造冠 を仮着 し,コ バル トクロム合

金製の3種 類の実験用義歯を製作 した。直接支台

装置 をエーカースクラスプとしたものを実験用義歯

1,RPIク ラスプとしたものを実験用義歯2,双 子

鉤 としたものを実験用義歯3と した。実験用義歯を

実験用模型に設置し,荷 重装置により2kgfの 荷重

を負荷 した。荷重点は下顎第二小臼歯の遠心面か

ら12mm遠 心の位置で,歯 槽頂上,そ の2.0mm頬 側,

2.0mm舌 側 とし,各 条件40回 ずつ計測 した。支台

歯の変位方向,変 位量をシロナソアナライザーシス

テムにて計測,分 析 した。

実験用義歯1に おける支台歯の変位方向は,全

ての荷重点で遠心頬,舌 側方向に変位 した。これは,

遠心に設置 されたレス トに荷重が加わることと,義


